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企画：日本ホテル教育センター
後援：観光庁、日本政府観光局、ビジット

・ジャパン・キャンペーン実施本部、
フランス観光開発機構、日本観光協
会、国際観光旅館連盟、日本観光旅
館連盟

協力：日本旅館国際女将会、観光経済新聞
社、ジェイ・アイ・シー、日本ホテ
ルスクール、トラベルジャーナル、
ＪＴＢ法人東京

日
本
旅
館
に
泊
ま
っ
て
日

本
の
伝
統
文
化
を
ぜ
ひ
体
験

し
て
下
さ
い

。

日
本
旅
館
国
際
女
将
会

（
須
賀
紀
子
会
長
）
の
女
将

ら
１４
人
は
９
月
８
日
、
日
本

旅
館
を
フ
ラ
ン
ス
の
旅
行
会

社
や
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
Ｐ
Ｒ

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
パ
リ
市
内

の
ホ
テ
ル
、
ル
・
メ
リ
デ
ィ

ア
ン
・
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
で
開

い
た
。
政
府
関
係
者
、
航
空

会
社
な
ど
も
加
え
た
６３
人
が

集
ま
っ
た
。

冒
頭
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
パ
リ
観

光
宣
伝
事
務
所
の
永
井
初
芽

次
長
が
日
本
政
府
観
光
局
の

役
割
や
日
本
旅
館
の
魅
力
に

つ
い
て
仏
語
で
あ
い
さ
つ
。

在
仏
日
本
国
大
使
館
広
報

文
化
担
当
の
渡
邊
啓
貴
公
使

は
「
こ
こ
数
年
で
訪
日
フ
ラ

ン
ス
人
旅
行
客
の
数
は
大
き

く
伸
び
て
お
り
、
昨
年
は
約

１５
万
人
が
訪
日
し
た
。
日
本

旅
行
へ
の
関
心
は
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
る
。
本
日
は
、

お
も
て
な
し
の
心
、
日
本
文

化
、
食
、
旅
館
に
つ
い
て
ぜ

ひ
理
解
を
深
め
て
ほ
し
い
」

と
参
加
者
に
呼
び
か
け
た
。

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
�
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
観
光
大
使
で
も
あ
る
日

仏
文
化
セ
ン
タ
ー
の
服
部
祐

子
館
長
は
「
旅
館
に
は
そ
れ

ぞ
れ
に
歴
史
や
気
候
風
土
に

育
ま
れ
た『
家
風
』が
あ
り
、

地
方
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性
を

持
っ
た
旅
館
の
構
え
、
郷
土

料
理
、
温
泉
の
あ
り
よ
う
な

ど
に
家
風
の
精
神
が
現
れ

る
。
こ
れ
ら
全
て
の
ハ
ー
モ

ニ
ー
が
女
将
さ
ん
の
お
も
て

な
し
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
」

と
女
将
の
存
在
意
義
を
解
説

し
た
。

須
賀
会
長
は
女
将
の
役
割

に
つ
い
て
「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ュ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
両
方

を
総
括
的
に
こ
な
し
て
い

る
」
と
説
明
。
「
温
泉
旅
館

に
宿
泊
し
た
ら
３
回
は
入
浴

し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
ほ
し

い
」
と
温
泉
の
魅
力
も
ア
ピ

ー
ル
し
た
。

ま
た
、
国
際
美
食
団
体
ラ

・
シ
ェ
ー
ヌ
・
ド
・
ロ
テ
ィ

ス
ー
ル
協
会
の
パ
リ
本
部
、

ぺ
ネ
ロ
ペ
・
ス
ト
ッ
ク
ダ
イ

ル
広
報
部
長
が
、
日
本
旅
館

の
施
設
、
食
事
、
サ
ー
ビ
ス
、

浴
場
、
温
泉
な
ど
の
特
色
や

利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
４５

分
間
に
わ
た
っ
て
講
演
し

た
。
自
身
の
日
本
滞
在
経
験

に
も
と
づ
い
て
紹
介
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
ミ
シ
ュ
ラ

ン
ガ
イ
ド
開
発
担
当
の
グ
エ

ン
デ
イ
ル
・
ポ
ー
レ
ン
ネ
ッ

ク
部
長
が
乾
杯
の
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
。
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ

イ
ド
東
京
版
発
行
の
経
験
か

ら
、
日
本
の
和
食
文
化
と
、

旅
館
の
提
供
す
る
料
理
の
素

晴
ら
し
さ
を
紹
介
。
白
ワ
イ

ン
で
乾
杯
の
発
声
を
し
た
。

【
江
口
英
一
】

１１４４
人人
がが
旅旅
館館
文文
化化
をを
発発
信信

旅旅
館館
・・
ホホ
テテ
ルル
文文
化化
のの
国国
際際
交交
流流
シシ
リリ
ーー
ズズ
第第
１１５５
回回

日
本
旅
館
国
際
女
将
会

（
須
賀
紀
子
会
長
）
は
、
日

本
旅
館
と
日
本
の
伝
統
文
化

を
海
外
に
紹
介
す
る
こ
と
、

諸
外
国
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

を
体
験
で
学
ぶ
こ
と
な
ど
を

目
的
に
活
動
し
て
い
る
女
将

・
若
女
将
の
会
。
現
在
会
員

数
は
３９
軒
、
３９
人
。
事
務
局

を
日
本
ホ
テ
ル
教
育
セ
ン
タ

ー
に
置
き
、
観
光
経
済
新
聞

社
が
運
営
協
力
を
し
て
い

る
。「

旅
館
ホ
テ
ル
・
文
化
の

国
際
交
流
シ
リ
ー
ズ
」
と
称

し
て
年
に
１
度
、
外
国
を
訪

問
。
現
地
の
メ
デ
ィ
ア
や
観

光
業
界
関
係
者
ら
に
対
し

て
、
和
の
文
化
と
旅
館
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
９５
年

に
第
１
回
「
女
将
・
イ
ン
・

パ
リ
」
を
実
施
。
そ
の
後
、

９６
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、

９７
年
シ
ド
ニ
ー
、
９８
年
ロ
ン

ド
ン
、９９
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

００
年
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
０１

年
ト
ロ
ン
ト
、
０２
年
北
京
、

０３
年
ロ
ー
マ
、０４
年
中
欧（
プ

ラ
ハ
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
、
ウ
ィ

ー
ン
）
、
０５
年
台
北
、
０６
年

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
０７
年
バ
ン

コ
ク
、
０８
年
ソ
ウ
ル
で
開
催

し
た
。
今
回
の
フ
ラ
ン
ス
・

パ
リ
は
第
１５
回
。

女
将
・
イ
ン
・
フ
ラ
ン
ス

の
参
加
者
は
次
の
１４
人
（
順

不
同
、
敬
称
略
）
。

須
賀
紀
子
（
滝
乃
家
、
女

将
）
、
若
松
佐
代
子
（
新
つ

た
、
女
将
）、
太
田
清
子（
箱

根
吟
遊
、
女
将
）
、
榎
本
眞

規
子
（
三
河
屋
旅
館
、
女

将
）
、
吉
田
美
喜
（
ホ
テ
ル

百
万
石
、
女
将
）
、
小
渕
祥

子
（
冨
士
屋
、
女
将
）
、
松

本
富
子
（
紅
葉
舘
別
庭
あ
ざ

れ
）
、
片
桐
克
予
（
湯
谷
観

光
ホ
テ
ル
泉
山
閣
、女
将
）、

上
口
和
子
（
か
よ
う
亭
、
女

将
）
、
鈴
木
美
智
子
（
観
音

温
泉
、
若
女
将
）
、
石
塚
勉

（
日
本
ホ
テ
ル
教
育
セ
ン
タ

ー
、
理
事
長
）
、
黒
沢
由
美

子
（
日
本
ホ
テ
ル
教
育
セ
ン

タ
ー
、
理
事
長
補
佐
）、
佐
々

木
健
二
（
ジ
ェ
イ
・
ア
イ
・

シ
ー
、
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
）
、
逸
見
航
司
（
Ｊ
Ｔ

Ｂ
法
人
東
京
法
人
営
業
日
本

橋
支
店
）
。

日日本本旅旅館館国国際際女女将将会会
女将を代表してあいさつする須賀会長

女将の役割を説明

温泉魅力アピール女
将
・
イ
ン
・
フ
ラ
ン
ス

▼▲

日本代表としてあいさつする在仏日本国大使館
の渡邊啓貴広報文化担当公使

３９
人
の
女
将
ら
が
Ｐ
Ｒ
活
動

ＹＯＫＯＳＯ！ＪＡＰＡＮ大使の日仏文化セン
ター・服部祐子館長

「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
�
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
」
を
背
景
に

和
服
姿
で
旅
館
文
化
を
紹
介

国際美食団体のペネロペ・ストックダイル氏が
旅館と和食、温泉について講演した

現
地
の
メ
デ
ィ
ア
、
旅
行
会
社
、
航
空
会
社
な
ど
が

参
加
し
た
。
熱
心
に
メ
モ
を
と
る
姿
も

�
左
か
ら
ス
ト
ッ
ク
ダ
イ
ル
氏
、
石
塚
団
長
、
今
回
司

会
と
通
訳
を
務
め
た
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
パ
リ
事
務
所
の

崎
前
富
士
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

懇親会ではミシュラン国際開発部長
のグエンデイル・ポーレンネック氏
が白ワインで乾杯の音頭をとった

日 本 旅 館
国際女将会

各
地
域
の
ブ
ー
ス
を

設
け
た
（
観
音
温
泉

の
鈴
木
若
女
将
）

日本びいきの一般人も多数参加。和物グッ
ズが当たる抽選会を開いた。フランス少女
とかよう亭の上口女将（写真上）。冨士屋
の小渕女将と当選者ら（同右）

左から崎前氏、ＪＮＴＯパリ観光宣
伝事務所の永井次長、ストックダイ
ル氏とＪＮＴＯパリのスタッフ３人


